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はははは    じじじじ    めめめめ    にににに    

 

 

平成 20 年度から後継者育成支援事業を始めて本年で６年目を迎え、当指導センター事業の

中でも重要事業の一つに数えられるようになりました。 

生活衛生営業は、他の業種以上に後継者不足の問題が深刻で、人手不足の問題も相まって

業界全体は縮小傾向にあるといっても過言ではありません。 

そうした状況を将来に向かって少しでも改善していこうと、本事業では生衛業の魅力を伝

え、理解を深め、将来的に生衛業に従事しようと志す人材を確保することを目的に実施して

参りました。 

本年度は、「職場体験」の申込がなく「出前授業」を中心に開催することとなりましたが、

例年にも増して多くの中学生にご参加いただくこととなり、生衛業の魅力や理解を広く深め

ることができたのではないかと自負しております。 

ここに、これまで各地で開催しました内容を、本報告書にとりまとめ致しましたので、お

目通しいただければ幸いでございます。 

終わりに、本事業開催にご協力いただきました後継者育成支援協議会の各委員の皆様をは

じめ、生活衛生同業組合及び講師の皆様、また開催にご尽力いただきました各学校関係者の

皆様及び京都府、京都市の皆様方に心より深く感謝申し上げます。 

 

平成 26年 2 月 

 

 

公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 

代表理事  山 岡  景 一 郎 



  

目 次 

 

Ⅰ 平成２５年度後継者育成支援事業の概要 ・・・・・・・・ １頁 
Ⅰ－１ 後継者育成支援事業  目的 
Ⅰ―２ 後継者育成支援事業  協議会名簿 
Ⅰ－３ 後継者育成支援事業  協議会日程 

 

Ⅱ 平成２５年度後継者育成支援事業の実施報告 ・・・・・・ ２頁 
Ⅰ－１ 出前授業 
Ⅰ－２ 職場体験 
Ⅱ－１ 第 1 回出前授業 大原野中学校（寿 司） 
Ⅱ－２ 第 2 回出前授業 洛 水 中 学 校（麺 類） 
Ⅱ－３ 第 3 回出前授業 藤 森 中 学 校（美 容） 
Ⅱ－４ 第 4 回出前授業 大 宅 中 学 校（クリーニング） 
Ⅱ－５ 第 5 回出前授業 加茂川中学校（理 容） 
Ⅱ－６ 第 6 回出前授業 桃 山 中 学 校（美 容） 
Ⅱ－７ 第 7 回出前授業 四 条 中 学 校（麺 類） 
 

Ⅲ 平成２５年度後継者育成支援事業の総括 ・・・・・・・・２０頁 
    
＜参考資料＞ 京都市教育委員会「生き方チャレンジ体験パンフレット」 
 



 1 

ⅠⅠⅠⅠ    平成平成平成平成２５２５２５２５年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業のののの概要概要概要概要        

ⅠⅠⅠⅠ－－－－１１１１    後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業        目的目的目的目的    
 

 本事業は、若年者へ生活衛生関係営業の魅力を伝え、理解を深めるとともに、将来的に生

衛業に従事したいとする職業観の向上と就業意欲を促し、次代を担う後継者育成につなげて

いくことを目的に実施する。 

 

Ⅰ―Ⅰ―Ⅰ―Ⅰ―２２２２    後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業        協議会名簿協議会名簿協議会名簿協議会名簿    
                    

  氏 名 所 属 団 体 

山岡景一郎（委員長） 平 安 女 学 院 大 学 学  長 

学識者委員 

村山 芳登 

公益財団法人京都産業 21 

京都ものづくり雇用プロジェクト推進センター  センター長 

福田 秋朝 京都府理容生活衛生同業組合 理 事 長 

山本 芳孝 京都府美容業生活衛生同業組合 専務理事 

阿部 弘 京都府クリーニング生活衛生同業組合 副理事長 

三嶋 吉晴 京都府麺類飲食業生活衛生同業組合 理 事 長 

宇治田脩盂 京都府寿司生活衛生同業組合 理 事 長 

矢野 義雄 京都府中華料理生活衛生同業組合 理  事 

業 界 委 員 

園部 平八 京都府料理生活衛生同業組合 副理事長 

森田 朗 京都府健康福祉部生活衛生課 課  長 

行 政 委 員 

池上 祐司 

京都市教育委員会企画推進室 

京都まなびの街 生き方探究館 副 室 長 

特 別 委 員 伊井 光晴 公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター  専務理事 

 

ⅠⅠⅠⅠ－－－－３３３３    後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業後継者育成支援事業        協議会日程協議会日程協議会日程協議会日程    

 

開 催 日 開 催 場 所 会 議 内 容 

平成 25 年 6 月 5 日（水） 京都ガーデンパレス 具体的な実施計画の策定 

平成 26 年 1 月 28 日（火） 京都ガーデンパレス 実施事業結果評価・総括 
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ⅡⅡⅡⅡ    平成平成平成平成２５２５２５２５年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業のののの実施実施実施実施報告報告報告報告    
 

ⅠⅠⅠⅠ－－－－１１１１    出前授業出前授業出前授業出前授業    
 

 
実 施 日 学 校 名 業 種 参加人数 

①①①①    平成 25 年 6 月 4 日 京都市立 大原野中学校 寿司 102 名 

②②②②    平成 25 年 6 月 6 日 京都市立 洛 水 中学校 麺類 70 名 

③③③③    平成 25 年 6 月 10 日 京都市立 藤 森 中学校 美容 287 名 

④④④④    平成 25 年 10 月 10 日 京都市立 大 宅 中学校 クリーニング 119 名 

⑤⑤⑤⑤    平成 25 年 10 月 11 日 京都市立 加茂川中学校 理容 144 名 

⑥⑥⑥⑥    平成 25 年 10 月 17 日 京都市立 桃 山 中学校 美容 228 名 

⑦⑦⑦⑦    平成 25 年 10 月 29 日 京都市立 四 条 中学校 麺類 130 名 

 

 

ⅠⅠⅠⅠ－－－－２２２２    職場体験職場体験職場体験職場体験    
 

    本年度においては、職場体験は実施しておりません。 
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ⅡⅡⅡⅡ    出前授業出前授業出前授業出前授業    
 

第第第第 1111 回回回回京都市立京都市立京都市立京都市立大原野大原野大原野大原野中学校中学校中学校中学校（（（（京都市京都市京都市京都市西京区大原野上里南西京区大原野上里南西京区大原野上里南西京区大原野上里南ノノノノ町町町町 18181818））））    
    
日    時 平成 25 年 6 月 4 日（火）13:55～14:40 

業    種 寿司 

講    師 京都府寿司生活衛生同業組合 北倉 弘款 氏 

参加人数 102 名（2年生） 

内    容 講師が寿司店に勤めた理由や厳しい修業時代、また寿司店開業に向けて独立

を決意した時期、その時の気持ちなど、生徒達に穏やかにわかりやすく説明し

ていた。そのなかで印象的だったのが、「どんな仕事でもがまんは必要。一度

勤めた職場には最低 5 年はいて欲しい。ある程度のがまんと続けていくことが

何よりも大切」と講師自身の経験を踏まえた、「がまんと続けることの大切さ」

は非常に説得力を感じさせた。 

続いて講師自らの実演により、太巻き、バッテラ、にぎりが披露された。ベ

テラン職人による巧みな包丁さばきやにぎり、巻きの出来栄えに、生徒達は食

い入るように見つめていた。 
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   第第第第 2222 回回回回京都市立京都市立京都市立京都市立洛水洛水洛水洛水中学校中学校中学校中学校（（（（京都市京都市京都市京都市伏見区横大路竜伏見区横大路竜伏見区横大路竜伏見区横大路竜ヶヶヶヶ池池池池 31313131））））    
    
日    時 平成 25 年 6 月 6 日（木）13:45～14:30 

業    種 麺類 

講    師 京都府麺類飲食業生活衛生同業組合  堀部 和宏 氏、河村 浩也 氏 

参加人数 70 名（２年生） 

内    容 「『いただきます』『ご馳走様でした』を言う意味は？」  

「また誰に対して言っているのか、みなさんわかりますか？」 

食事ができるまでに農家の人たちから農協、輸送業者、仲介業者、飲食店な

ど様々な、そして多くの人たちの関わり合いがある。そうした人々の努力や苦

労があって、はじめて 1つの食事ができているといっても過言ではない。だか

らこそ、私達は食の提供に携わった多くの人たちに感謝を示す意味で「いただ

きます」「ご馳走様でした」を言っているのである。と講師から生徒達に説明

がなされ、生徒達もまた真剣に聞き入っている様子であった。 

 その後、手打ちそばの実演が行われ、そばを打つ際に「切る」の作業は習得

に 3 日もあればできるものの、「伸ばす」作業は 3ヶ月、「こねる」作業は 3年

かかるとのこと。思っていた以上に習得期間に大きな違いがあることを説明さ

れ、生徒達は驚いた表情で作業を見つめていた。 
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        第第第第 3333 回京都市立藤森回京都市立藤森回京都市立藤森回京都市立藤森中中中中学校学校学校学校（（（（京都市伏見区深草池京都市伏見区深草池京都市伏見区深草池京都市伏見区深草池ノノノノ内町内町内町内町 55555555））））    
 

日    時 平成 25 年 6 月 10 日（月）14:20～15:05 

業    種 美容 

講    師 京都府美容業生活衛生同業組合 吉田 吏沙 氏、中嶋 優佳 氏 

参加人数 287 名（2年生） 

内    容 生徒の人数が多いため、開始から 2グループに分かれ実演を交えながら講義

が実施された。何故この職業を選んだのか？ 給料はどのくらい？ この職業

に就いて何年目？ どれくらいの時間働くの？ 同じ仕事でイヤにならな

い？ 有名人をメイクしたことはある？ など率直な質問が生徒から講師に

投げかけられた。そうした質問に 2名の講師は自身の経験や考えを丁寧な口調

でしっかりと答えていた。 

そうした質問に対する回答の一例をあげると、「仕事でイヤになったことは

ある。しかし色々な人に支えられてここまでやってくることができた。何で自

分がこの仕事をやりたいのか、その明確な意志が大事だと思う。そして、やる

以上は一生懸命することが何よりも大切だと思う。」 

2 名の講師は 20 代の若手美容師。とはいえ全国大会で表彰されるなど結果を

出している。そのせいか物怖じしない堂々たる様子の講義であった。また年齢

的にも近い講師に生徒達も親近感を感じ、非常によい雰囲気の講義となった。 
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第第第第 4444 回京都回京都回京都回京都市立市立市立市立大宅大宅大宅大宅中学校中学校中学校中学校（（（（京都市山科区大宅山田京都市山科区大宅山田京都市山科区大宅山田京都市山科区大宅山田 113113113113））））    
    
日    時 平成 25 年 10 月 10 日（木）13:25～14:20 

業    種 クリーニング 

講    師 京都府クリーニング生活衛生同業組合 

清水 幹央 氏、阿部 純資 氏、十二里 大平 氏、北村 勇人 氏 

参加人数 119 名（2年生） 

内    容 中学生が普段着る身近な学生服を例にクリーニングについて説明。洗濯機が

あって家庭でもできるのに何故クリーニングに出す必要があるのか？ 

その理由の１つとして、プロにしかできないプロの技（ドライクリーニング

や染み抜きなど）を紹介していた。また衣類をただ洗うのではなく、お客さん

が衣類を長く着ていただけるようにメンテナンスを含めクリーニングするよ

う心がけていることも説明していた。衣類の特性や性質を知り尽くしたプロだ

からできる魅力あるサービスを感じさせた。 

講師によるアイロンがけの実演も行われた。実際にワイシャツをアイロンが

けし、作業ポイントについて他の講師から生徒達にわかりやすく説明がなされ

ていた。生徒達もまた興味津々といった感じで、くしゃくしゃのワイシャツが

徐々にきれいにアイロンがけされていくプロの作業に見入っていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 



 

 10 
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第第第第 5555 回回回回京都京都京都京都市立加茂川市立加茂川市立加茂川市立加茂川中学校中学校中学校中学校（（（（京都市京都市京都市京都市北区紫竹上長目町北区紫竹上長目町北区紫竹上長目町北区紫竹上長目町 5555））））    
 

日    時 平成 25 年 10 月 11 日（金）13:20～14:30 

業    種 理容 

講    師 京都府理容生活衛生同業組合 根津 英和 氏 

参加人数 144 名（2年生） 

内    容  「仕事をする上で大切なことは？」 

 「『はい』としっかり返事をすることです。あいさつや言葉遣いは大切です。

成功する人は、こうしたことをしっかりできる人が多いと思います。」さらに、

「『笑顔』ができるかどうかも大切です。仕事をする上で笑顔は欠かせません。

仕事は大変で苦しいこともたくさんあります。だからこそ、お互いに気持ちよ

く仕事をしていく上でも笑顔は非常に重要です。」 

 また「同じ仕事、同じ作業でも関わる人間の意識によって、仕事の不出来に

大きな差が生じてきます。仕事への情熱や達成感、また人生の満足度にも大き

な違いが出てくるかもしれません。物事に取組む際の人の意識はとても重要で

す。」と、まだまだ若い中学生に対し、仕事を通じ社会との繋がりや人生観に

ついて熱く語っていただいた。そうした内容に生徒達もまた熱心にメモをとり

聞き入っているようだった。 

 その後、講師より実演を披露。理美容世界選手権日本代表として銀メダルを

受賞した見事な手さばきに、生徒達の興味を一心に集めていた。 
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第第第第 6666 回京都市立桃山回京都市立桃山回京都市立桃山回京都市立桃山中学校中学校中学校中学校（（（（京都市京都市京都市京都市伏見区桃山水野伏見区桃山水野伏見区桃山水野伏見区桃山水野左近東町左近東町左近東町左近東町 19191919））））    
 

日    時 平成 25 年 10 月 17 日（木）13:20～14:10 

業    種 美容 

講    師 京都府美容業生活衛生同業組合  

福永 茂輝 氏、冨田 健太 氏、芝田 優馬 氏、前田 裕子 氏  

参加人数 228 名（2年生） 

内    容 「美容師はヘアースタイルだけではありません。ネイルやブライダルの業務

もあります。礼儀作法の勉強も欠かせません。」美容師として個人差はあるも

のの、シャンプーを習得するのに 2～3 ヶ月、カットに 3～4 年、一人前にな

るには 10年以上かかると言われている。また新しい技術や情報を得るため、

休日には勉強会に参加することも多い。「美容師は手先が器用でないとできま

せんよね？とよく質問されるんですが、実は手先の器用不器用はあまり関係

ありません。努力でなんとでもなるんですよ。」 

 講師からの説明後、2つのグループに分かれて実演講義が行われた。実演を

交えながら、「なぜ美容師になったんですか？」「美容師になってびっくりし

たことは？」などの質問が生徒からあり、講師は自身の経験を交えながら、

質問に丁寧に答えていた。最後に講師から生徒達にメッセージとして、「何で

もいいから何か１つしっかり頑張って下さい」「『ありがとう』はしっかり伝

えないと伝わりません」「勉強頑張って下さい」などの言葉を伝えていた。 
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第第第第 7777 回回回回京都京都京都京都市立四条中学校市立四条中学校市立四条中学校市立四条中学校（（（（京都市京都市京都市京都市右京区西院日照町右京区西院日照町右京区西院日照町右京区西院日照町 1111）））） 

 

日    時 平成 25 年 10 月 29 日（火）14:15～15:05 

業    種 麺類 

講    師 京都府麺類飲食業生活衛生同業組合 

堀部 和宏 氏、河村 浩也 氏、太田 一樹 氏、村上 源太郎 氏 

参加人数 130 名（2年生） 

内    容  講師から、「そばを打つ際には、こねる、のばす、切る、の 3 段階の作業が

必要です。そして、おいしいそばを食べる条件として、引き立て、打ちたて、

茹でたて、が揃う必要があります」と説明。 

 説明の後、2 つのグループに分かれて実演が行われた。間近で見るプロのそ

ば打ちに生徒達も興味津々といった具合で見入っており、最後に「切る」の作

業が終わる頃には拍手と歓声が会場に響き渡っていた。 

 実演の後、講師より仕事に対する自分の思いや職業観について話していた。

その話の中でいろいろ仕事が大変で嫌になったこともあったが、「食べ物は人

を笑顔にする。そして人に感動を与えることができる。」ことを仕事を通じ強

く実感することができた。そして、それが好きで今までこの仕事を続けてくる

ことができたことを説明していた。そうした想いが強く生徒に伝わったのか、

生徒もまた真剣に講師の話に聞き入っているようだった。 
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出前授業出前授業出前授業出前授業のののの中学生中学生中学生中学生のののの感想文抜粋感想文抜粋感想文抜粋感想文抜粋 

 

 

京都市立大原野中学校 

 

・なんでもうまくなるためには、努力と辛抱の積み重ねが必要なんだとわかりました。自分に

足りないものが分かり、改善できるいい時間になりました。 

・働くということは、決して楽なことではなくて、がまんや努力を続けていかなければならな

いことが分かりました。また努力を続けていれば、うれしい出来事もあることを知りました。 

・一つのものに向かってがんばっていくという、「辛抱強さ」が大切だと感じました。何年も何

年も積み重ねてきたものが、しっかり実を結ぶのがいいと思いました。私も今からがんばれ

ば何でも目指せると思います。 

・様々な賞をもらってすごく活躍している方でも、最初はみんなと同じスタートで、たくさん

の苦労や辛抱をしていたことを聞くと、本当に大変なんだと思いました。私も将来大人にな

ったら、どんな仕事についても絶対に努力を惜しまないようにしたいです。 

 

 

 

京都市立洛水中学校 

 

・僕は麺類の中でもそばが特に好きなので、今回はそば打ちを間近で見ることができてうれし

かったです。麺棒を 3 本使うところや丸から正方形にすることが分かってよかったです。家

に帰って家族にも教えてあげたいです。 

・一つの食品、一つの物でもその中に含まれている仕事、苦労は多く、たった 840 円の中にも

たくさんの想いが詰まっているんだなと思いました。 

・そばを作るのに、水の量が決まっていないということを初めて知りました。そばをお客さん

に出すだけでも、たくさんの方の思いが入っているということも、改めて知ることができよ

かったです。これから「いただきます」「ごちそうさま」にも意識しながら言おうと思います。 

・今まで何も気にせず「いただきます」と言っていましたが、今回の講演で一つの食べ物には

多くの人の手と努力と汗が入っていることがわかりました。これからも食べ物を残さずに大

切に感謝して食べたいと思います。 
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京都市立藤森中学校 

 

・「人は化粧をするとめっちゃ変わるんだなー」と思いました。自分の好きなことを仕事にでき

るのはいいことだし、私も将来自分の好きなことを仕事にできるようにがんばりたいです。 

・今の職業につくのに大変な困難があったと思いますが、それを乗り越えてここにいるのはス

ゴイと思います。僕もあきらめず何度も挑戦しようと思います。 

・美容院で働いている方もはじめはすごく苦労していることを知って、仕事ってやっぱり大変

なんだなあと思いました。講師の方も全国大会に出られていて、とてもすごいと思いました。

私も普段の生活で嫌なことがあっても諦めずに頑張っていこうと思います。 

・出前授業をみて、自分の仕事に誇りを持っていると感じました。あの時をきっかけに、僕も

大人になったら自分の仕事に誇りを持ちたいと思いました。この間は、僕達にプロのヘアメ

イクを見せていただきありがとうございました。 

 

 

 

京都市立大宅中学校 

 

・クリーニングのお店で使用している水は家庭で使用している水ではなく、石油が使われてい

ることにびっくりしました。ティッシュを使った実験でも、石油が入った方はぼろぼろにな

っていませんでした。だから、クリーニングに出した衣服は、型くずれやシミがないのだな

と思いました。クリーニングの技術はすごいなあと思いました。 

・「お客様に満足してもらう」その信念は素晴らしいと思います。クリーニングは、普通の洗濯

機を人がやるだけと思っていたのですが、ドライクリーニングや素材にあった温度など、奥

が深いことに気づきました。すべての職業が、思っているところと違うんだなあと思います。 

・プロの人のアイロンがけと家庭でのアイロンがけの違いがすごかった。しわが一つも無かっ

た。触れただけでアイロンの温度が分かるのはすごい。さすがプロ。これからはクリーニン

グに頼ろうと思う。 

・クリーニング店は行ったことが無くて、おばあちゃんか、お母さんが行ってくれていたので

何も知りませんでした。でも、アイロンの仕方やクリーニング店がある理由など、様々なこ

とを教えていただきました。一度クリーニング店に行ってみたくなりました。 
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京都市立桃山中学校 

 

・美容師とかって、手先の器用な人やセンスがいい人しかなれないんじゃないかと思っていた

ので、講演を聞いて一番大切なのは、その人の努力によるんだなって思いました。それに、

ただ髪を切るだけでなく、他のことも色々やっているのを知って、決して楽ではないという

ことが分かりました。講師の方の立ち方、言葉使い、また常に「お客様」を意識している集

中力に驚きました。今やっている仕事が楽しい、好きという想いが伝わってきて、仕事は自

分を一生懸命にしてくれるんだなと思えました。 

・やっぱり夢は見ているだけでは叶わないのだと思いました。でも、夢のために苦労してがん

ばることはかっこいいことだし、美容師さんたちを見習うようにしたいなと思いました。そ

して、実演を見て、人って髪型でこんなにも印象が変わるんだなと感動したし、美容師への

興味も深まりました。 

・みなさん生き生きしているなと思いました。そして、自分もそろそろ将来のことを考え始め

てもいいなと思いました。将来のためにも今からしっかり勉強しないとだめだと感じました。

本当にみなさん、カッコよかったです。本気で将来のことを考えていこうと思います。 

 

 

 

京都市立四条中学校 

 

・私はお話を聞いて、働くことは本当にしんどいことがわかりました。ちょっとしたアイデア

で、みんなが笑顔になれる仕事っていいなと思いました。講師の方が言っていたように、お

金が多くもらえる楽な仕事という考えはダメだと思いました。実際にそば打ちを見て、さす

が職人さんだと思いました。生でそばを打つところは初めて見たので感動しました。あの作

業をするのに、何年も修業しないとできないと聞いてびっくりしました。 

・僕の人生に役立つことが聞けてとてもためになりました。人生には挫折が必要だと思いまし

た。挫折をしないと人って成長しないと思います。僕は自分の夢を必死に追いかけて、時に

はつらいことがあっても、その夢をあきらめずに生きていこうと思います。 

・働くのは大変だなと思いました。仕事に就いたときに自分より年下の人に敬語を使ったり、

朝早くから起きて店の準備をしなければならないなど、厳しい世界だと思いました。でも、

そのようなことがあるからこそ、私達はいつもおいしいそばを食べられるんだと思います。 

・お話しの中で「あきらめない」と言う言葉が頭に残りました。私も将来の夢はまだ決まって

いないけれど、これから先に決まったら、その夢をあきらめずにがんばっていきたいです。

講演を聞いて働くことの意味を考えさせられました。 
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ⅢⅢⅢⅢ    平成平成平成平成２５２５２５２５年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業年度後継者育成支援事業のののの総括総括総括総括 
    
 

 昨年同様、早期に京都市教育委員会へ本事業の協力のお願いをしたところ、迅速かつ丁寧にご

対応してもらい、多くの中学校から出前授業のお申込をいただくことができました。 

また、出前授業を開催致しました各中学校の先生方には、大変お忙しい中、本授業の打合せや

会場の提供などにご協力いただき、本年度も滞り無く実施することができました。 

 

 

１．出前授業について 

  

 主に京都市立中学校の生き方探究チャレンジ体験の事前学習という位置づけで、理容、美容、

クリーニング、麺、寿司の出前授業を実施致しました。対象者がまだ中学生ということもあり、

進路に対する具体的な目標が定まっていない生徒が多数を占めておりましたが、受講した生徒の

感想文を見ていると、仕事の大変さや難しさ、夢を持ち実現することのすばらしさなど生き生き

とした内容のものが多く見受けられました。生き方探究チャレンジ体験との連携で出前授業を実

施することは、大変有効なものであると実感致しました。 

  

 

２．職場・職業体験について 

 

 京都市教育委員会を通じ募集を複数回行なうものの応募がなく、本年度は実施しておりません。 

 

 

３．事業効果と今後の展開について 

 

 本事業は、生活衛生関係営業の魅力や理解を広め、次代を担う後継者や人材の不足を解消す

ることを目的に開催致しましたが、受講対象者が中学生であったことから現実的な成果はまだ

まだこれからです。しかし、地道ではありますが、若年者に対し生衛業の将来的な後継者や人

材の確保につなげていく、よいきっかけになったことは間違いないと認識しております。 

 今年度は例年実施しておりました、「職場・職業体験（インターンシップ）」の授業を、学校

からのご応募がいただけず、残念ながら開催することができませんでした。今後は、課題・問

題点を整理のうえ、引き続き次年度への改善事項として取組んで参ります。 

 また、本事業を京都市内にとどまらず広く京都府内全域まで拡大し、より広範囲に、そして

多くの人々に生活衛生関係営業の魅力と理解をお伝えできるよう、関係機関等と連携のうえ取

組む所存でございます。 
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＜参考資料＞ 京都市教育委員会「生き方チャレンジ体験パンフレット」 
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平成 25 年度後継者育成支援事業報告書 

 

平成 26 年 2 月 

公益財団法人京都府生活衛生営業指導センター 

〒606-8221 京都市左京区田中西樋ノ口町９０ 

TEL：075-722-2051 FAX：075-711-6123 


